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油断は禁物 安衛法 選択式対策 

選択式に関しては、労働基準法の３つの選択肢で難易度の高い問題が出題された場合、 

労働安全衛生法でカバーする必要があります。 

そのためにも、労働安全衛生法はキーワードを意識しながら選択式の対策を講じる必要が

あります。 

 

■目的（法１条） 

この法律は、【 ① 】と相まつて、労働災害の防止のための【 ② 】、責任体制の明確

化及び自主的活動の促進の措置を講ずる等その防止に関する総合的計画的な対策を推進

することにより職場における【 ③ 】を確保するとともに、快適な職場環境の形成を促

進することを目的とする。 

 

①労働基準法 

②危害防止基準の確立 

③労働者の安全と健康 

 

Keyword 

「危害防止基準の確立」「責任体制の明確化」「自主的活動の促進」 

 

■定義（法２条） 

この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところに

よる。 

一 労働災害…労働者の就業に係る建設物、設備、原材料、ガス、蒸気、粉じん等により、

又は【 ① 】その他業務に起因して、労働者が負傷し、疾病にかかり、又は死亡するこ

とをいう。 

二 労働者…労働基準法第九条に規定する労働者（同居の親族のみを使用する事業又は事

務所に使用される者及び家事使用人を除く。）をいう。 

三 事業者…事業を行う者で、労働者を使用するものをいう。 

三の二 化学物質…【 ② 】をいう。 

四 作業環境測定…作業環境の実態をは握するため空気環境その他の作業環境について

行う【 ③ 】、サンプリング及び分析（解析を含む。）をいう。 

 

①作業行動 

②元素及び化合物 

③デザイン 

Keyword 

デザイン、サンプリング及び分析 
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順次掲載していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


